
n.調査結果の要約
1. 沿岸帯(深度0'"7m)の総面積は109.6km2で、 1969年(昭和44年)調査時の面積に

出べ、約5km2少なかっ定。特巴湖南部(南湖)の深度0"'1mの沿岸帯面積が3:4km2減少

し足。

2. g重は砂泥質の面積が減少し、泥質が増加し左(図2)。この傾向は特IZ:湖南部で
顕著であっ定。
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図2 底質面積の蛮化
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図3 沈水植物推定現穿量の霊化

3. 遮Z包量豊Eはコ力ナダモ、セン二ンモ、クロモガ量的!こ優位を占めだ。沈水植物全体

の推定現容量は湿重量で75，200トンで、 1969年の68，000トンとほぼ同レベルと考え

られだが、コ力ナダモl<<:t1969年の2/3と少なく、逆|こセン二ンモガ大幅|こ多く怠って

い走。ネジレモの1969年・湖南部・ 0'"1mの推定現存量1<<:t2，002トンであっ定刀、合回

の同水域現容量l<<:t178トンと非常!こ少怠くなってい左(図3)。

4. 皇室の推定現存量は10，930トンで1969年の10，846トン|こ比べ総量は愛わらないが、

湖南部万全体の59%と半分以上を占めるよう巴怠り(昭和44年は35%)、他の地域の

現存量が減少し走。種類別巴|芯タテポシガイとタニシ類が激増し、セタシジミと力フ

二ナ類ガ激減し定。深度別では0"'2mのセタシジミや力7二ナ類の減少が大きかっ左

(図4)。

5. 貝類以外の底生生物の推定現寄量は78トンで1969年の298トンIZ:比べ大幅lこ少なく、

特lこミミズ類が昭和44年の212トン!こ対し53トンと少なかっ左(図5)。ミミズ類は特

|こ水深1m地点と湖南部・ 5m地点で採集密度が低下してい色。
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図5貝類以外の底生生物推定現存量の変化
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図4員類推定現存量の蛮化
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6. 1969年調査時巴出ぺ各生物相の優先順位IZ:蛮化がみられ、特!こ湖南部でその傾向

が著しかっ走。ま左沈水植物の被植率や貝類およびその他の底生生物の採集密度は、

湖南部を除き特!こ水深1m地点で低下してい走。
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